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出 41 
死

転

 

8
 
47 

下
田
川
四
ケ
町
消
防
出
初
式
 

昭
和
五
十
四
年
下
田
川
四
ケ
 

町
消
防
出
初
式
が
一
月
七
日
（
 

日
曜
）
金
田
中
学
校
校
庭
に
て
 

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
 

好
天
に
恵
ま
れ
式
典
は
午
前
九
 

時
三
十
分
か
ら
開
式
き
れ
、
千
 

手
大
隊
長
よ
り
金
田
町
長
に
出
 

動
人
員
報
告
が
あ
り
、
参
加
者
 

は
、
糸
田
町
消
防
団
員
百
人
、
 

方
城
町
消
防
団
員
百
人
、
赤
池
 

町
消
防
団
員
百
四
十
人
、
本
町
 

消
防
団
員
百
人
、
総
数
四
百
四
 

十
人
の
出
動
で
式
典
が
挙
行
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

町
長
先
頭
に
、
服
装
点
検
並
 

び
に
機
械
器
具
の
点
検
が
行
わ
 

れ
、
規
律
あ
る
統
率
の
も
と
に
 

堂
々
の
分
列
行
進
な
ど
平
素
の
 

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
多
数
 

の
来
賓
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
 

し
た
。
 

ま
た
、
表
彰
式
に
う
つ
り
、
 

こ
の
晴
れ
の
出
初
式
に
お
い
て
 

次
の
方
々
が
消
防
使
命
達
成
に
 

尽
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
数
々
の
 

表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
、
今
後
も
 

一
層
住
民
の
生
命
、
財
産
保
全
 

の
た
め
に
健
斗
す
る
も
の
で
あ
 

り
ま
す
。
 

表
彰
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
 

福
岡
県
知
事
感
謝
状
 

若
 
林
 
早
 
美
 

優
良
消
防
団
員
表
彰
 

吉
 
田
 
利
 
秋
 

総 

奮 
続荒植中若 
消 
防木高尾林 
団 

ー、員文利和末 
県表 
協彰夫秋雄松 

含 

十
年
表
彰
 

園吉杉 

田 田 

一武信 

夫人生 

十
五
年
表
彰
 

辰
 
島
 
勝
 
利
 

二
十
年
表
彰
 

桑
 
野
 

勝
 

若
 
林
 
早
 
美
 

ニ
＋
五
年
表
彰
 

田
 
村
 

司
 

三
十
五
年
表
彰
 

務
 

課
 

辰
 
島
 
浪
 
人
 

親
子
消
防
団
員
表
彰
（
県
協
会
）
 

森
 
藤
 

勲
 

森
 
藤
 
和
 
成
 

優
良
消
防
団
員
表
彰
 

金 
田 
町 

永相持平総辻渡杉長吉柴 
表 

末原尾島江岡辺 彰良田 

（
郡
支
部
）
 

秀
 
勝
 

登
米
徳
 

実範友 嘉 信 

薫男文作武之巧生 

2
月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

和
名
 
如
 
月
（
き
き
ら
ぎ
、
寒
さ
が
き
び
し
い
の
で
 

着
物
を
さ
ら
に
重
ね
る
。
衣
更
着
か
ら
二
月
を
如
月
と
 

い
う
。
 

1
 

3
 

4
 

4
 

6
 

8
 

2
 

日
 

成
人
病
予
防
週
間
 

日
 

節
 

分
 

日
 

立
 

春
 

日
 

建
国
記
念
の
日
 

日
 

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
 

日
 

乳
幼
児
検
診
 

日
 

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
 

心
配
ご
と
相
談
 

一
 
一
 



帽） 昭和54年2月1日 第1 70 号 (2) 

差
別
を
な
く
す
た
め
に
 
⑦
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

日
 
三
、
精
密
調
査
に
よ
る
地
区
の
 

ー
 

概
況
 

明
 

審
議
会
は
、
同
和
対
策
の
具
 

作
体
的
資
料
と
し
て
前
述
の
基
礎
 

稲
 
調
査
と
合
わ
せ
て
、
昭
和
三
十
 

昭
 
七
年
七
月
以
降
全
国
か
ら
ー
ー
ハ
 

ケ
所
の
地
区
を
選
び
精
密
調
査
 

を
行
な
っ
た
。
た
だ
し
、
部
落
 

の
多
様
性
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
 

報
】
地
区
が
必
ず
し
も
全
国
の
平
 

均
水
準
を
示
す
も
の
で
な
い
こ
 

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
同
和
 

地
区
の
形
成
が
、
地
区
の
全
体
 

町
 
的
な
後
進
性
の
原
因
と
し
て
の
 

田
 》 

翌
，
）
 

へ

5

 

』
、
 

、」ー 

八I
ノ
 

ー
剖
を
改
正
す
る
条
椀
に
つ
 

に
つ
い
て
 
《
原
案
可
決
》
e
議
案
第
六
十
一
号
 
昭
和
五
 

の
陳
情
書
 

（
採
択
）
 

" 

( 

i

ー
 

ノー， 

『 

い
て
 

《
原
案
可
決
》
 
の
議
案
第
五
十
七
号
 
決
算
の
 

十
三
年
度
金
田
町
国
民
健
康
 

（
②
し
尿
収
集
手
数
料
改
定
に
？
 

差
別
と
結
果
と
し
て
の
貧
困
に
 

よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
地
域
社
 

会
の
多
様
性
に
よ
つ
て
状
態
は
 

い
ろ
い
ろ
な
形
で
と
ら
え
ら
れ
 

る。 困

立

地

条

件

 

同
和
地
区
は
、
伝
統
的
に
、
 

き
わ
め
て
劣
悪
な
地
勢
的
条
件
 

に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
河
川
沿
 

い
河
川
敷
地
、
沼
沢
地
、
傾
斜
 

地
荒
地
な
ど
都
市
、
農
村
を
通
 

じ
て
一
般
の
土
地
利
用
に
は
、
 

不
適
な
土
地
に
位
置
し
て
い
る
 

そ
の
た
め
、
同
和
地
区
は
、
洪
 

水
や
大
雨
の
時
は
大
き
な
被
害
 

を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。
 

た
だ
、
都
市
同
和
地
区
の
場
 

合
は
、
 

一
般
的
に
は
市
街
地
の
 

拡
大
や
交
通
の
発
達
、
産
業
規
 

模
の
拡
大
等
に
よ
つ
て
、
か
な
 

り
変
化
し
た
例
（
大
阪
市
の
ご
 

と
き
）
も
あ
る
。
し
か
し
、
全
 

国
的
に
み
る
と
、
変
化
は
少
な
 

く
、
伝
統
的
な
劣
悪
な
環
境
の
 

中
で
問
題
が
く
り
か
え
さ
れ
て
 

い
る
も
の
が
多
い
。
 

回

人

口

 の

状

態

 

一
般
的
に
は
、
人
ロ
の
離
村
 

向
都
の
現
象
が
目
立
ち
、
ま
た
 

都
市
的
地
区
で
は
】
般
人
ロ
の
 

混
在
が
み
ら
れ
る
。
 

同
和
地
区
人
ロ
は
、
女
の
方
 

が
多
い
が
、
男
女
だ
い
た
い
同
 

じ
数
の
地
区
が
大
部
分
で
あ
 

る
。
こ
れ
は
、
男
に
流
出
す
る
 

も
の
の
多
い
こ
と
に
原
因
す
る
 

と
考
え
ら
れ
る
。
年
令
構
成
は
 

十
五
才
ー
二
十
五
才
の
層
が
比
 

較
的
に
少
な
く
、
い
わ
ば
中
く
 

び
れ
現
象
を
示
し
て
明
ら
か
に
 

地
区
住
民
の
生
活
機
能
が
停
滞
 

せ
ざ
る
を
得
な
い
原
因
と
な
っ
 

て
い
る
。
 

同
和
地
区
の
居
住
密
度
は
、
 

一
般
地
区
の
場
合
と
く
ら
べ
て
 

と
く
に
過
密
で
あ
る
と
は
い
え
 

な
い
が
、
都
市
的
地
区
は
住
宅
 

が
密
集
し
、
長
屋
、
間
貸
家
、
 

間
借
な
ど
が
み
ら
れ
、
ス
ラ
ム
 

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
 

経
済
の
高
度
成
長
に
と
も
な
 

っ
て
、
 

一
般
農
村
は
、
活
発
な
 

離
村
向
都
の
人
口
移
動
を
示
す
 

が
、
部
落
も
一
般
地
区
ほ
ど
で
 

は
な
い
に
し
て
も
か
な
り
顕
著
 

な
人
口
流
出
を
み
せ
て
い
る
。
 

た
だ
し
、
戦
後
の
状
況
を
み
 

る
と
、
戦
前
戦
中
の
流
出
人
ロ
 

が
、
疎
開
、
離
職
、
戦
災
、
夫
 

の
死
亡
な
ど
の
事
情
で
帰
郷
し
 

た
者
が
少
な
く
な
い
。
 
こ
の
現
 

象
は
、
 

一
般
の
地
区
に
も
み
ら
 

れ
る
が
、
同
和
地
区
の
場
合
は
 

差
別
と
生
活
難
の
た
め
帰
郷
を
 

余
儀
な
く
き
れ
た
者
が
多
い
。
 

（
次
号
へ
つ
づ
く
）
 

四
百
円
の
付
加
保
険
料
が
 

五

万

円

の

上

積

年

金

に

 

（
国
民
年
金
廿
ニ
十
五
年
納
付
）
 

国
民
年
金
の
】
般
保
険
料
は
 

月
額
二
、
七
三
〇
円
で
す
が
、
 

別
に
月
額
四
〇
〇
円
の
付
加
保
 

険
料
を
納
め
る
と
、
よ
り
高
い
 

老
令
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

例
え
ば
、
 

一
般
保
険
料
を
一
一
 

五
年
間
納
め
た
場
合
の
老
令
年
 

金
の
額
は
、
四
五
五
、
 
一
〇
〇
 

円
で
す
が
、
 

一
般
保
険
料
の
ほ
 

か
に
付
加
保
険
料
を
二
五
年
間
 

納
め
た
人
は
六
〇
、
〇
〇
〇
円
 

加
算
さ
れ
五
一
五
、
 
一
〇
〇
円
 

に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
月
々
 

四
〇
〇
円
の
負
担
が
老
令
年
金
 

金

〉

 

昭
和
五
十
三
年
度
第
八
回
定
 
田
議
案
第
四
十
九
号
 
金
田
町
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
 
●
議
案
第
五
十
八
号
 
昭
和
五
 

補
正
額
二
九
、
〇
三
七
千
円
 
⑥
意
見
書
の
審
議
 

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

道
事
業
の
設
置
に
関
す
る
条
 

0
議
案
第
四
十
七
号
 
金
田
町
 

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

号
】
 

特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
条
 

に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

加
一
 

例
の
制
定
に
つ
い
て
 

o
議
案
第
五
十
一
号
 
金
田
町
 

ー
）
 

《
原
案
可
決
》
 

簡
易
水
道
の
設
置
に
関
す
る
 

第

（

e
議
案
第
四
十
八
号
 
金
田
町
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

一 

議
会
事
務
局
設
買
条
例
の
一
 

例
に
つ
い
て
 

（ 

部
を
改
正
す
る
条
例
に
っ
い
 

《
原
案
可
決
》
 

議
 

だ
 
よ
 
り
 

議
 
会
 
事
 
務
 
局
 

昭
和
五
十
三
年
度
第
八
回
定
 
田
議
案
第
四
十
九
号
 
金
田
町
 

例
町
議
会
が
昭
和
五
十
三
年
十
 

非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
 

簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
 

い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

日
議
案
第
五
十
三
号
 
金
田
町
 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
 

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

に
つ
い
て
 
《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
五
十
七
号
 
決
算
の
 

認
定
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

●
議
案
第
五
十
八
号
 
昭
和
五
 

つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

e
議
案
第
六
十
一
号
 
昭
和
五
 

十
三
年
度
金
田
町
国
民
健
康
 

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
 

第
二
号
）
に
つ
い
て
 

補
正
額
二
九
、
〇
三
七
千
円
 

？ 
二
月
二
十
日
、
本
町
議
会
議
事
 

取
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
 
口
議
案
第
五
十
四
号
 
単
純
な
 

補
正
予
算
（
第
五
号
）
に
っ
 
⑥
請
願
書
の
審
議
 

①
老
令
者
医
療
保
障
制
度
の
』
 

抜
本
改
革
に
関
す
る
意
見
）
 

（
堂
に
招
集
さ
れ
、
 
一
日
間
の
会
 

条
例
の
一
部
改
正
条
例
に
つ
 

労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
 

い
て
 

①
農
地
の
固
定
資
産
税
に
関
 

書
 

（
採
択
）
 

一 

（
期
に
よ
り
諸
議
案
が
慎
重
審
議
 

い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
 

補
正
額
 
三
八
九
、
七
八
七
 

す
る
請
願
書
 

（
採
択
）
 

②
一
般
消
費
税
新
設
に
反
対
 

四
さ
れ
次
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
 
O
議
案
第
五
十
号
 
金
田
町
水
 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

②
学
級
規
模
を
縮
少
し
教
職
 

す
る
意
見
書
 

（
採
択
）
 

二
月
二
十
日
、
本
町
議
会
議
事
 

取
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
 

堂
に
招
集
さ
れ
、
 
一
日
間
の
会
 

条
例
の
一
部
改
正
条
例
に
つ
 

期
に
よ
り
諸
議
案
が
慎
重
審
議
 

い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

さ
れ
次
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
 
O
議
案
第
五
十
号
 
金
田
町
水
 

つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

口
議
案
第
五
十
四
号
 
単
純
な
 

労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
 

給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
五
十
五
号
 
金
田
町
 

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

O
議
案
第
五
十
六
号
 
金
田
町
 

ぐ

ら
Ju
・、‘く5
、
、
シ
誘
網
い
細
熱
三
加
鐙
務
移
H
H
・
」
」
詳
、
軸
郊
畑
？
・
‘
語
 
議
へ
る
麦
員
及
び
書
記
給
与
条
 

＋
三
年
度
金
田
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
（
第
五
号
）
に
つ
 

い
て
 

補
正
額
 
三
八
九
、
七
八
七
 

千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

①
議
案
第
五
十
九
号
 
昭
和
五
 

十
三
年
度
金
田
町
簡
易
水
道
 

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
一
 

号
）
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

⑥
請
願
書
の
審
議
 

①
農
地
の
固
定
資
産
税
に
関
 

す
る
請
願
書
 

（
採
択
）
 

②
学
級
規
模
を
縮
少
し
教
職
 

員
の
定
数
を
ふ
や
す
た
め
 

の
請
願
書
 

（
採
択
）
 

③
東
金
田
宮
の
脇
墓
地
に
係
 

関
す
る
陳
情
（
委
員
会
付
（
 

託
、
閉
会
中
継
続
審
査
）
 

? 

③
農
地
の
固
定
資
産
税
据
置
 

に
関
す
る
意
見
書
 

る
請
願
書
 

（
採
択
）
 

④
学
級
規
模
を
縮
少
し
教
職
 一

 

補
正
額
 

一、 

一
八
二
千
円
 

④
一
般
消
費
税
新
設
に
反
対
 

《
原
案
可
決
》
 

す
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
 

の
議
案
第
六
十
号
 
昭
和
五
十
 

て
の
請
願
書
 

（
採
択
）
 

三
年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
 
⑥
陳
情
書
の
審
議
 

（
採
択
】
 

④
学
級
規
模
を
縮
少
し
教
職
 

員
の
定
数
を
ふ
や
す
こ
と
 

の
意
見
書
 

（
採
択
」
 

~
 

、
 
一
 
」
 

そ
 
の
 
一
杯
 

輪
 
わ
 
る
 
勇

気

 

，
ニ
」
？
1
一
！
！
・
二
」
子
二
一
こ
●
ら
．
こ
三
三
こ
●
三
ニ
」
三
ニ
ニ
「
ら
『
マ
三
・
・
《
三
1
了
ら
一
子
三
・
三
一
三
一
三
三
1
4
三
1
？
三
…
了
ら
，
子
二
『
 

大
人
の
仲
間
入
り
 

金
 
田

町

成

人

式

 

住

民

課

福

祉

係

 

．
三
三
三
】
…
l
F
と
一
三
・
・
三
ニ
一
一
ら
！
「
・
・
ら
一
ニ
…
l
F
・
で
一
云
三
．
一
子
一
ら
ニ
了
そ
一
子
一
二
．
ニ
三
ニ
三
三
！
三
・
二
一
一
F
一
二
・
三
三
！
三
三
言
 

成
人
の
日
の
一
月
十
五
日
、
中
 
り
を
し
た
青
年
諸
君
を
祝
福
す
 

央
公
民
館
で
、
大
人
の
仲
間
入
 

iI 

た。 今
年
く
成
人
者
は
、
昭
和
il1 

十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
 

十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
 

た
方
で
、
該
当
者
は
百
二
十
七
 

名
で
し
た
が
、
七
十
七
名
が
出
 

席
さ
れ
、
成
人
者
は
新
た
な
希
 

望
で
列
席
さ
れ
た
こ
と
で
し
よ
 

う。 

る
成
人
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
 

町
長
の
祝
辞
の
あ
と
、
議
会
 

‘
，
、
、
、
‘
 

議
長
、
青
年
団
々
長
、
中
学
校
 

卒
業
時
の
恩
師
の
代
表
の
方
々
 

1

 

の
お
祝
い
の
辞
を
い
た
だ
き
ま
 

【盛大に行われた成人式 

し
た
。
 

町
長
よ
り
、
記
念
品
が
贈
ら
 

れ
、
成
人
を
代
表
し
て
大
井
浩
 

さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
、
そ
の
後
 

祝
宴
に
移
り
、
自
慢
の
歌
が
披
 

露
さ
れ
全
員
の
万
才
三
唱
で
、
 

意
義
深
い
式
典
を
十
三
時
三
＋
 

分
終
了
し
ま
し
た
。
心
よ
り
成
 

人
諸
君
の
前
途
の
ご
多
幸
を
お
 

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
国
家
社
 

会
へ
の
寄
与
を
切
望
し
ま
す
。
 

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
 

①
公
共
事
業
：
よ
る
電
気
工
 

） 

が
 

事

故

を

 

金
田
イ
チ
ゴ
出
荷
始
士
 
句万【 

振
 

興
 

課
 
産
 

業
 
係
 

昭
和
五
十
一
年
金
田
町
農
業
 

委
員
会
の
中
に
農
地
部
会
が
発
 

足
し
、
今
ま
で
の
農
地
移
動
関
 

係
主
体
の
農
業
委
員
会
か
ら
金
 

田
町
の
農
業
を
ど
の
よ
う
に
振
 

興
し
て
行
く
か
、
農
業
委
員
会
 

が
真
剣
に
取
り
組
む
べ
く
大
き
 

く
進
展
し
ま
し
た
。
 

初
代
の
部
会
長
は
辰
島
生
氏
 

で
現
在
は
、
桑
野
朝
重
氏
が
部
 

【 イチゴの出荷はじまる 】 

月
 

詠
 
草
 

金
田
町
公
民
館
短
歌
教
室
 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

小
野
ト
メ
子
 

何
事
か
気
に
入
ら
ぬ
こ
と
の
あ
 

る
ら
し
く
 
今
日
の
ひ
と
日
物
 

云
は
ぬ
夫
 

藤
本
 
唯
彦
 

中
村
 
繁
生
 

何
と
な
く
同
じ
思
ひ
に
馳
ら
れ
 
母
の
遺
骨
を
納
め
て
下
る
山
の
 

け
む
 

歌
友
の
ひ
と
り
が
電
話
 
道
 

日
照
り
雨
降
り
萩
の
こ
ぼ
 

を
か
け
来
 

る
る
 

室
 

ト
ョ
 

阿
部
 
重
宏
 

ト
ン
ネ
ル
に
入
り
て
ま
な
・
つ
ら
 
愉
多
く
持
ら
た
る
ま
ま
の
ひ
と
 

去
ら
ざ
る
は
 
ム
「
仰
ぎ
た
る
富
 
と
せ
を
 
省
み
つ
つ
こ
寿
妾
す
 

士
の
白
嶺
 

す
り
を
り
 

直
方
の
商
店
街
を
過
ぐ
る
と
 

き
 
声
か
け
く
れ
し
生
徒
ら
の
 

笑
顔
 

高
木
美
代
子
 

白
髪
と
変
り
し
姉
の
「
み
気
に
 

草
き
頃
の
姉
妹
の
情
わ
く
 

福
原
 
照
子
 

う
ら
は
ら
の
人
と
知
り
つ
つ
 

つ
き
あ
ふ
も
 
わ
れ
の
心
は
 

今
も
変
ら
ず
 

福
田
 

昌
 

菊
池
 

一
枝
 

急
ぎ
行
く
廊
下
で
よ
び
と
め
質
 

問
す
る
 

生
徒
の
瞳
は
懸
命
な
 

h
ノ●志」 

藤
林
 
俊
信
 

並
川
 
君
子
 

城
声
も
高
く
ホ
ー
ム
で
新
郎
 
闇
の
夜
に
ほ
の
か
に
匂
ふ
木
犀
 

を
 
胴
上
げ
し
て
祝
ふ
礼
服
の
 
に
 

一
年
前
を
思
ひ
出
し
ぬ
 

人
々
 

父
親
に
手
を
引
か
れ
行
く
テ
 

レ
ビ
見
っ
つ
 

羨
し
い
ね
と
 

子
等
話
し
を
り
 

こ・‘ 

、
 

、
轟
パ
 、

 

i, 

て） 

会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
 

金
田
町
農
業
振
興
計
画
を
田
 

川
農
業
改
良
普
及
所
、
田
川
農
 

協
の
協
力
を
得
て
 

0
水
田
裏
作
の
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
 

e

ハ
ウ
ス
ナ
ス
栽
培
の
前
作
の
 

イ
チ
ゴ
栽
培
の
推
進
 

田
花
木
栽
培
の
推
進
 

0
水
田
裏
作
麦
の
推
進
を
主
体
 

と
し
て
推
進
し
て
き
ま
し
た
 

現
在
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
は
一
町
 

二
反
歩
の
面
積
を
十
三
戸
で
栽
 

培
し
て
お
り
、
ま
た
イ
チ
ゴ
栽
 

培
は
ハ
ウ
ス
面
積
約
四
千
五
百
 

坪
で
十
二
P

が
栽
培
し
て
居
り
 

三
百
坪
当
り
（
一
反
当
り
）
一
一
 

を
受
け
る
こ
ろ
に
は
、
月
額
五
 

〇
〇
〇
円
の
上
積
年
金
に
な
る
 

わ
け
で
す
。
 

勿
論
、
付
加
保
険
料
を
納
め
 

た
期
間
が
短
か
く
て
も
、
掛
け
 

た
期
間
に
応
じ
た
付
加
年
金
と
 

し
て
計
算
（
付
加
年
金
n

二
〇
 

〇
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
 

）
さ
れ
ま
す
の
で
無
駄
に
は
な
 

り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
付
加
保
険
料
は
、
農
業
 

者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
 

必
ず
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
 

い
ま
す
が
、
農
業
者
年
金
に
加
 

入
し
て
い
な
く
て
も
国
民
年
金
 

の
一
般
保
険
料
を
納
め
て
い
る
 

人
は
、
だ
れ
で
も
付
加
保
険
料
 

が
納
め
ら
れ
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
付
加
保
険
料
納
 

付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
金
田
 

町
役
場
毎
金
係
に
申
し
出
て
く
 

だ
さ
い
。
 

ー
 

非
行
少
年
の
絶
滅
に
 

協

力

し

て

下

さ

い

 

田
川
署
少
年
補
導
連
絡
会
 

金
 

田
 

支
 

部
 

ー

】

‘

 

⑥
気
を
く
ば
れ
親
だ
け
 

知
ら
ぬ
子
の
非
行
 

⑥
語
り
合
う
明
る
い
家
 

庭
に
非
行
な
し
 

⑥
日
に
一
度
我
が
子
に
 

く
ば
る
目
と
心
 

百
万
円
の
収
入
を
目
標
に
努
力
 

し
て
い
ま
す
。
 

次
に
麦
作
は
五
十
三
年
度
は
 

約
七
町
歩
を
十
三
戸
で
栽
培
し
 

て
居
り
、
省
力
と
多
収
穫
を
め
 

ぎ
し
努
力
中
で
す
。
 

麦
は
、
も
う
か
ら
な
い
作
物
 

か
ら
現
在
は
，
作
れ
ば
も
う
か
 

る
作
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
 

地
の
有
効
利
用
の
面
か
ら
も
是
 

非
皆
さ
ん
方
の
栽
培
を
期
待
し
 

て
い
ま
す
。
 

く
わ
し
く
は
金
田
町
役
場
農
 

業
委
員
会
事
務
局
及
び
産
業
係
 

農
協
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
 

い。 

金

田

町

老

人

ク

ラ

ブ

 

俳

句

・

短

歌

同

好

会

 

'' 

俳
 
句
】
 

辰
島
 
宗
一
 

ほ
ほ
え
 

陽
光
に
 

つ
ぼ
み
徴
笑
む
 

寒
椿
 

原
田
 

豊
茂
 

葱
畑
に
 

迷
え
る
如
く
 

冬
の
蝶
 

岩
崎
 
克
芳
 

鯉
泳
ぐ
 
水
に
路
あ
り
 

寒
噂
に
釣
る
 

桑
野
つ
る
絵
 

心
な
ほ
 
何
か
に
追
は
れ
 

日
向
ぼ
こ
 

吉
武
善
次
郎
 

縁
に
干
す
 
布
団
に
子
猫
 

来
て
丸
く
 

【
短
 
歌
】
 、 

辰
島
 
占ホー 

そ
そ
り
立
つ
 

英
彦
の
嶺
は
 

雲
を
衝
き
 

木
々
の
梢
え
に
 

霧
永
き
ら
め
く
 

加
藤
ス
サ
ュ
 

酢
枯
れ
た
る
 
草
の
中
よ
り
 

炎
え
出
づ
る
 

青
き
息
吹
や
 
春
は
曙
 

亀
田
シ
ノ
，
フ
 

は
つ
も
う
で
 

せ
い
じ
よ
 

初
詣
 
こ
こ
ろ
清
浄
 

お
ん
た
け
 

御
撤
に
 

し
ら
ん
ま
ん
ろ
 

芝
蘭
満
路
の
 

祈
り
を
こ
め
て
 

和
田
 
玉
吉
 

今
川
の
 
白
サ
ギ
清
く
 

お
ん
た
け
 

御
撤
に
 

こ
う
け
ん
お
こ
す
 
と
し
 

興
高
 
顕
 
羊
は
来
に
け
り
 

~ 

‘・‘ 

簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
 

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

事
の
分
離
発
注
に
つ
い
て
《
 

（ 

白
h
x
 

、
一
、
 

中●】 

・
、
 

ー

 

一
下
・
P
一
女
三
r

・J
を
可
ニ
フ
 

ニ
フ
、
一
』
 

、
一
艮
こ
丁
き
f
 
・
島
ユ
こ
告
フ
く
一
一
1
一1
 

ョ
コ
い
 

ソーし包1
引
‘
 

、
ー
ー
ノ
 

》 

（ 

て
 

《
原
案
可
決
》
 
の
議
案
第
五
十
二
号
 
金
田
町
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町
 

金 田 号
 

0
 

《II 第
 

知
ち
 せ
 

所
得
税
●
贈
与
税
の
 

申
 
告
 
は
 
じ
 
ま
 
る
 

今
年
も
確
定
申
告
の
ン
ー
ズ
 

ソ
に
な
り
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
三
年
分
の
確
定
申
 

告
は
二
月
十
六
日
か
ら
、
贈
与
 

税
の
申
告
は
二
月
一
日
か
ら
そ
 

れ
ぞ
れ
始
ま
り
ま
す
。
ど
ち
ら
 

も
申
告
と
納
税
の
期
限
は
三
月
 

十
五
日
ま
で
で
す
。
 

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
 

O
商
売
を
し
て
い
る
人
や
不
動
 

産
収
入
の
あ
る
人
な
ど
で
、
 

昭
和
五
十
三
年
中
の
所
得
が
 

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
 

基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
 

の
合
計
額
よ
り
多
い
人
 

O
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
 

年
収
が
一
千
万
円
を
超
え
る
 

人
や
給
与
以
外
の
所
得
が
一
一
 

十
万
円
を
超
え
る
人
な
ど
で
 

す。 
◆
所
得
控
除
の
主
な
も
の
 

基
礎
控
除
 

一
一
十
九
万
円
 

配
偶
者
控
除
 

二
十
九
万
円
 

扶
養
控
除
（
一
人
二
一
十
九
万
円
 

社
会
保
険
料
控
除
 
支
払
額
の
 

全
額
 

生
命
保
険
料
控
除
 
最
高
五
万
 

円
 

ま
た
、
贈
与
税
は
個
人
か
ら
 

財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
に
か
か
 

る
税
金
で
す
。
贈
与
税
の
基
礎
 

控
除
は
六
十
万
円
で
す
か
ら
一
 

生

活

保

護

を

受

け

て

 

お

ら

れ

る

皆

さ

ん

へ

 

田
 
川

福

祉

事

務

所

 

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
一
日
 

か
ら
、
病
院
（
医
院
）
に
か
か
 

る
方
法
が
変
り
、
今
ま
で
の
「
 

傷
病
届
」
が
な
く
な
り
、
す
で
 

に
皆
様
の
手
元
に
お
届
け
し
て
 

お
り
ま
す
「
診
療
依
頼
書
」
）
 

手
帳
式
）
で
病
院
（
医
院
）
の
 

窓
ロ
に
出
し
て
診
療
を
受
け
る
 

こ
と
に
変
り
ず
し
た
。
 

こ
の
診
療
依
頼
書
は
一
 

証
紙
（
シ
ー
ル
）
 
の
貼
っ
て
あ
 

る
も
の
、
ま
た
は
確
認
印
の
あ
 

  

る
月
だ
け
し
か
使
え
ま
せ
ん
。
 

現
在
、
皆
さ
ん
に
交
付
し
ノ
 

て
い
る
診
療
依
頼
書
に
は
 

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
と
 

昭
和
五
十
四
年
一
月
の
一
一
 

ケ
月
分
を
発
行
時
に
確
認
 

印
を
押
し
、
お
渡
し
し
て
 

お
り
ま
す
の
で
、
昭
和
五
 

＋
四
年
一
月
三
十
一
日
ま
 

で
は
使
用
す
る
こ
と
が
出
 

I
来
ま
し
た
。
 

×
 

※
但
し
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
 

一
日
以
降
は
、
毎
月
の
保
護
 

費
支
給
明
細
書
に
、
証
券
（
 

シ
ー
ル
〕
が
つ
い
て
い
ま
す
 

の
で
、
切
り
取
り
、
貼
り
つ
 

け
て
い
な
い
と
使
用
で
き
ま
 

せ
ん
。
 

※
医
療
扶
助
単
給
（
医
療
の
み
 

保
護
費
の
な
い
）
の
方
は
、
 

福
祉
事
務
所
の
地
区
相
当
員
 

（
ケ
ー
ス
・
ワ
ー
カ
ー
）
が
 

訪
問
の
と
き
、
ま
た
は
福
祉
 

事
務
所
で
毎
月
確
認
印
を
受
 

け
て
下
さ
い
。
 

注
意
し
て
下
さ
い
一
 

◆
診
療
依
頼
書
は
、
通
院
の
と
 

き
し
か
使
え
ま
せ
ん
。
 

◆
入
院
す
る
と
き
、
交
通
事
故
 

妊
娠
中
絶
な
ど
の
場
合
は
使
 

え
 

ん。 

年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財
産
が
 

六
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
 

贈
与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
申
告
や
納
税
の
こ
と
 

に
つ
い
て
お
わ
か
り
に
な
ら
な
 

い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
 

軽
に
税
務
署
に
お
間
い
合
せ
く
 

だ
き
い
J
 

電
話
一
0
9
4
7
 

3
0
番
 

4
）
④
0
4
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

“
 

ク
 

無
料
申
告
相
談
を
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ガ
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

税
理
士
会
が
行
う
申
告
相
談
 

納
税
者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
 

て
税
金
の
計
算
や
申
告
書
の
記
 

載
な
ど
、
な
か
な
か
容
易
で
な
 

い
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
 

思
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
税
理
士
会
田
川
支
部
 

で
は
小
規
模
納
税
者
を
対
象
と
 

し
て
各
地
に
税
理
士
が
出
張
し
 

て
、
無
料
で
申
告
相
談
を
行
う
 

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

◆
相
談
日
時
 

昭
和
 54 

年
2
月
 28 

日
 

午
前
 10 

時
よ
り
 16 

時
ま
で
 

◆
会
 

場
 

金
田
町
役
場
 

ク
 

ク
 

ガ
 

ク
 

ク
 

ク
 

税

務

署

が

行

う

 

ガ
 

ガ
 

ク
 

か
 

申
 
告
 
相
 
談
 

税
務
署
で
は
常
時
、
税
に
つ
 

◆
続
け
て
通
院
治
療
を
受
け
る
 

と
き
も
、
月
が
変
っ
た
ら
、
 

必
ら
ず
病
院
（
医
院
）
窓
口
 

に
出
し
て
下
さ
い
。
 

◆
世
帯
員
が
増
え
た
り
、
減
っ
 

た
と
き
、
そ
の
他
変
っ
た
こ
 

と
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
か
 

に
福
祉
事
務
所
へ
届
け
出
て
 

下
さ
い
。
 

◆
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
 

き
は
《
速
か
に
福
祉
事
務
所
 

（
又
は
役
場
）
に
返
し
て
下
 

さ
い
。
 

◆
診
療
依
頼
書
は
、
 
一
年
間
使
 

用
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
大
 

切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。
 

そ
の
他
、
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
 

り
ま
し
た
ら
福
祉
事
務
所
（
又
 

は
役
場
」
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
 

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
 

が
、
各
町
村
に
も
職
員
が
出
張
 

し
て
申
告
相
談
に
応
じ
て
い
ま
 

す。 
◆
相
談
日
時
 

昭
和
 54 

年
3
月
5
日
 

午
前
 10 

時
よ
り
 16 

時
ま
で
 

◆
会
 

場
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

ク
 

ク
 

ク
 

ガ
 

ク
 

ク
 

振

替

納

税

制

度

 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

の
 
お

す

す

め

 

所
得
税
の
便
利
な
納
税
の
方
 

法
と
し
て
、
振
替
納
税
の
制
度
 

が
あ
り
ま
す
。
振
替
納
税
は
、
 

あ
ら
か
じ
め
税
務
署
と
金
融
機
 

関
に
依
頼
し
て
お
き
ま
す
と
、
 

銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
 

替
え
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
か
ら
、
納
税
の
た
 

め
の
手
数
が
少
な
く
て
済
み
、
 

た
い
へ
ん
便
利
で
す
。
 

こ
の
振
替
納
税
制
度
を
新
た
 

に
利
用
す
る
と
き
は
、
預
金
先
 

の
金
融
機
関
か
税
務
署
に
、
振
 

替
え
に
利
用
す
る
預
金
の
種
類
 

な
ど
を
記
入
し
た
 
「
頼
金
口
座
 

振
替
依
頼
書
」
と
金
融
機
関
の
 

名
称
な
ど
を
記
入
し
た
 
「
納
付
 

依
頼
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 響

 

昭

和

 54 

年

度

 

高
等
訓
練
生
募
集
万
】
 

飯
塚
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
 

飯
塚
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
で
 

は
昭
和
 54 

年
度
の
入
校
生
を
、
 

次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
 

⑥
訓
練
科
目
及
び
定
員
 

自
動
車
整
備
科
 

機
械
製
図
科
 

⑥
応
募
資
格
 

20 35 
名名 

25 
才
未
満
で
 
「
高
等
学
校
卒
 

業
」
ま
た
は
3
月
「
高
等
学
 

校
卒
業
見
込
み
」
 
の
男
女
 

⑥
応
募
及
び
受
付
 

0
応
募
書
類
 
④
入
校
願
書
 

回
調
査
書
 

O
受
付
場
所
 
本
校
又
は
も
 

よ
り
の
公
共
職
業
安
定
所
 

田
受
付
期
間
 

第
2
次
昭
和
 54 

年
2
月
1
 

日
1
2
月
 22 

日
 

⑥
申
込
み
先
 

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
 

ま
た
は
飯
塚
総
合
高
等
職
業
 

訓
練
校
。
く
わ
し
く
は
本
校
 

ま
た
は
最
寄
り
の
公
共
職
業
 

安
定
所
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
 

電
話
（
0
9
4
8
2

〕 

②
4
0
1
8
番
 

あ
 
り
 
が
 
と
 
う
 

こ
 
ざ
 
い

ま

し

た

 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

松
山
 
貫
治
 
殿
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
 

増
井
 
貞
子
 
殿
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
て
 

多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
 

し
た
の
で
、
有
意
義
に
使
用
さ
 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

毎
月
1

日
は
 

田
川
地
区
住
民
 

防

災

の

日

 


